
【態度目標】しゃべる、質問する、説明する、動く、協力する、貢献する

【内容目標】規則性に注目して使いこなそう
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  □チェバの定理
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  □メネラウスの定理
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がの延⾧上にある場合

定理　△の辺，，またはその延⾧が，

　　　　三角形の頂点を通らないつの直線と，それぞれ点，，で交わるとき
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すべてが辺の延⾧上

にある場合
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【解き方・考え方の注意点】

１．三角形の頂点を△，各辺（延⾧上も含め）の点を○とすると，

　チェバの定理もメネラウスの定理もどちらも　次のように△と○を順繰り

　巡っていくことになる。（どの△から始めてもかまわないし，逆回りでもＯＫ）

２．分数同士は掛け算でつながっていること。

３．「＝１」を忘れずに付けること。

４．アルファベットが左上の分子から

　　右下の分母までしりとりになっている

　　ことにも注意しよう。
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練習１０） において，点，が辺，を図のような比に内分するとき，
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
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　　  

　 にチェバの定理を用いると

　　 
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一般にこの式なら

とが△

が○になる

※例外もあるので注意

逆数を掛ける

横に倒す

逆数を掛ける

横に倒す

比の値の扱いに注意を

求める比のペアから

始めるとスタートで

迷いづらい

　　図中の点に対して， を求めよ。



練習１１） の辺を に外分する点を，辺を に内分する点をとする。

直線と辺の交点をとする。

　 を求めよ。　　　　　　　　　　　　 を求めよ。
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　 と直線にメネラウスの定理を用いると

　　　　　　 











　すなわち　　 











　 


より　　  



  







:より

とが頂点となる

三角形を考える

　 と直線にメネラウスの定理を用いると
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例題２）　 の辺を に内分する点

　　　を，辺を に内分する点を

　　　とする。線分と線分の交点を

　　　，直線と辺の交点をとする。

　　　　 を求めよ。

　　　　 を求めよ。
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　　よって， と直線に

　　　　　　　メネラウスの定理を用いると
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３頂点からの直線が

１点に交わるなら「チェバ」

三角形と直線（３点が

直線上）なら「メネラウス」
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　　よって， と直線に

　　　　　　　メネラウスの定理を用いると
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○チェバの定理の証明

　右の図のように，辺を共有する ， がある。

　直線と線分の交点をとし，点，から

直線に下ろした垂線を，それぞれ，とすると
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○メネラウスの定理の証明
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　頂点を通り，直線に平行な直線を引き，

　直線との交点をとする。

　，であるから
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